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(54)【発明の名称】 抗薬用人参モノクローナル抗体

(57)【要約】
【課題】  薬用人参の品質評価を行なうことのできる簡
便で高感度の分析手段を提供する。
【解決手段】  薬用人参のタンパク質に対するモノクロ
ーナル抗体。薬用人参粉末で免疫された動物（好ましく
はマウス）の抗体産生細胞と骨髄腫細胞とを融合させて
得られたハイブリドーマから作製される。例えば、白参
末を免疫原とすることにより白参、田七人参および西洋
人参に特異性を有し、また、紅参末を免疫原とすること
により白参および紅参に特異性を有し、いずれもＩｇＧ
１に属しκ軽鎖を有するモノクローナル抗体が得られ
る。ＥＬＩＳＡ法などを用いることにより各種薬用人参
の品質評価を行なうことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  薬用人参のタンパク質に対するモノクロ
ーナル抗体。
【請求項２】  白参のタンパク質に対するモノクローナ
ル抗体であって、田七人参および西洋人参のタンパク質
に対して交差反応性を有し、ＩｇＧ１のサブクラスに属
し、κ軽鎖を保有することを特徴とする請求項１のモノ
クローナル抗体。
【請求項３】  紅参のタンパク質に対するモノクローナ
ル抗体であって、白参のタンパク質に対して交差反応性
を有し、ＩｇＧ１のサブクラスに属し、κ軽鎖を保有す
ることを特徴とする請求項１のモノクローナル抗体。
【請求項４】  請求項１のモノクローナル抗体を作製す
る方法であって、薬用人参粉末で免疫された動物の抗体
産生細胞と骨髄腫細胞とを融合させて得られたハイブリ
ドーマを選択培養し、前記薬用人参のタンパク質に対す
るモノクローナル抗体を産生するハイブリドーマをスク
リーニングおよびクローニングする工程を含むことを特
徴とする方法。
【請求項５】  請求項１のモノクローナル抗体を作製す
る方法であって、抗体産生細胞としてマウスのひ細胞、
骨髄腫細胞としてマウスの骨髄腫細胞を用いることを特
徴とする請求項４の方法。
【請求項６】  請求項２のモノクローナル抗体を作製す
る方法であって、白参末でマウスを免疫することを特徴
とする請求項５の方法。
【請求項７】  請求項３のモノクローナル抗体を作製す
る方法であって、紅参末でマウスを免疫することを特徴
とする請求項５の方法。
【請求項８】  請求項１～３のいずれかのモノクローナ
ル抗体を産生するハイブリドーマ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、モノクローナル抗
体の技術分野に属し、特に、薬用人参に対するモノクロ
ーナル抗体に関する。
【０００２】
【従来の技術とその課題】薬用人参（以下、単に人参と
称することがある）は和名をオタネニンジン、学名をパ
ナックスジンセン（Panax Ginseng）と称し、ウコギ科
に属する多年性植物であり、その根は古くから優れた生
薬として知られている。例えば、人参は「神農本草経」
において上薬に収載されている。現在、生薬として最も
多用されている人参は、白参（ハクジン：White Ginsen
g, Gingeng Radix）と、それを蒸して乾燥した紅参（コ
ウジン：Red Ginseng, Ginseng Radix Rubra）であり、
この他に、これらに類似するものとして、西洋人参（Am
erican Ginseng ：アメリカ人参）、田七人参（San-chi
 Ginseng：三七人参）および竹節人参（Japanese Ginse
ng, Panacis Japonici Rhizoma）がよく知られている。
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【０００３】人参の薬理作用は滋養強壮、強精、抗疲
労、疲労回復、糖尿病予防、抗動脈硬化、高血圧予防、
肝臓保護、抗腫瘍、抗ストレス、老化防止、免疫機能増
進、記憶学習活性化等きわめて広範な活性が見出されて
おり、多くの漢方製剤に配合されるとともに健康維持薬
として世界中で汎用される重要な生薬である。
【０００４】このように人参は、優れた薬理活性を有す
る重要な生薬として経験的に多用されてきたが、その科
学的な検討は必ずしも充分に行なわれていなかった。そ
の理由の一つは、人参の構成成分を特異的に定量するこ
とのできるアッセイ系が確立されていないことにある。
特に、人参そのものの品質評価を行なうことができる簡
便で高感度の分析手段は見当らない。
【０００５】一方、細胞融合技術は、ケーラーとミルス
タインの報告（Nature, 495-497頁、1975年）以来急速
に発展した。特定の抗原で免疫した哺乳動物のひ細胞
（脾細胞）と癌細胞である骨髄腫細胞（ミエローマ細
胞）を融合させた雑種細胞（ハイブリドーマ）は、用い
たひ細胞による特定抗原に対する抗体産生能を有するこ
とから、これを利用して多くのタンパク質やペプチドの
ような高分子化合物に対して特異的な抗体、すなわちモ
ノクローナル抗体（以下、ＭＡｂと表記することがあ
る）を産生させ、このＭＡｂを用いてそれらのタンパク
質等のアッセイ系を構築することが試みられてきた。
【０００６】しかしながら、これまで、人参そのものの
分析に資することができるような、人参のタンパク質
（ペプチド）に対するＭＡｂは知られていなかった。こ
れは、人参が異物と見做されることなく薬用ないしは食
用として古くからヒトに供されてきたので、抗原性を有
するとは考えられていなかったためである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】このたび本発明者は、各
種の人参粉末で動物を免疫し、細胞融合により人参に対
するＭＡｂを産生するハイブリドーマを得、このハイブ
リドーマから抗人参ＭＡｂ、すなわち、人参の構成タン
パク質を認識するＭＡｂを大量に生産することに成功
し、本発明を導き出した。
【０００８】かくして、本発明に従えば、基本発明とし
て、人参のタンパク質に対するモノクローナル抗体が提
供される。さらに、本発明に従えば、そのような抗人参
モノクローナル抗体の具体例として、白参の構成タンパ
ク質に対するモノクローナル抗体であって、田七人参お
よび西洋人参のタンパク質に対して交差反応性を有し、
ＩｇＧ１のサブクラスに属し、κ軽鎖を保有するモノク
ローナル抗体が提供される。
【０００９】本発明に従えば、さらに、抗人参モノクロ
ーナル抗体の別の具体例として、紅参のタンパク質に対
するモノクローナル抗体であって、白参のタンパク質に
対して交差反応性を有し、ＩｇＧ１のサブクラスに属
し、κ軽鎖を保有するモノクローナル抗体が提供され
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【００１０】本発明は、さらに、上記のごとき抗人参モ
ノクローナル抗体を作製する方法を提供し、本発明の方
法は、薬用人参粉末で免疫された動物の抗体産生細胞と
骨髄腫細胞とを融合させて得られたハイブリドーマを選
択培養し、前記人参のタンパク質に対するモノクローナ
ル抗体を産生するハイブリドーマをスクリーニングおよ
びクローニングする工程を含む。
【００１１】本発明に従う抗人参モノクローナル抗体の
作製方法の特に好ましい態様においては、抗体産生細胞
としてマウスのひ細胞、骨髄腫細胞としてマウスの骨髄
腫細胞を用い、上記のごとき白参のタンパク質に対する
モノクローナル抗体の作製に当たっては、白参末でマウ
スを免疫し、また、上記のごとき紅参のタンパク質に対
するモノクローナル抗体の作製に当たっては紅参末でマ
ウスを免疫する。さらに、本発明は、上記の各抗人参モ
ノクローナル抗体を産生するハイブリドーマも提供す
る。
【００１２】
【発明の実施の形態】本発明の抗人参ＭＡｂは、これま
でに案出された細胞融合技術とモノクローナル抗体作製
法を工夫し適用することにより作製することができる。
すなわち、（１）抗原として人参粉末を免疫した動物の
抗体産生細胞を調製する。（２）骨髄腫細胞（ミエロー
マ細胞）を培養増殖し、調製する。（３）上記２種の細
胞をポリエチレングリコールのような融合促進剤を媒体
として融合する。（４）得られたハイブリドーマをＨＡ
Ｔ培地のような選択培地にて培養（増殖）する。（５）
抗人参ＭＡｂ産生ハイブリドーマをスクリーニング（選
抜）する。（６）選抜されたハイブリドーマをクローニ
ングする。（７）得られたハイブリドーマをインビトロ
または動物腹腔内で培養（増殖）して目的の抗人参ＭＡ
ｂを得る。以下、各工程について詳細に説明する。
【００１３】（１）抗体産生細胞の調製
人参粉末を動物に免疫する。免疫法としてはフロイント
の完全アジュバンドを併用して調製した懸濁液を免疫す
る手法がとられる。免疫される動物としてはマウス、ラ
ット、ウサギ、モルモット、ヒツジなどが例示される。
抗体産生細胞としてはひ臓、リンパ節、抹消血液等から
分離した細胞が使用される。
【００１４】（２）骨髄腫細胞の調製
細胞融合に使用する骨髄腫細胞は特に限定されず、各種
の哺乳動物の細胞株が利用可能であるが、抗体産生細胞
の調製に用いた動物と同種の細胞株を使用するのが好ま
しい。本発明の抗人参ＭＡｂを作製するのに特に好まし
い組み合わせはマウスのひ細胞／マウスの骨髄腫細胞で
ある。
【００１５】用いる細胞株は細胞融合の後に、未融合の
骨髄腫細胞が選択培地で生存できず、ハイブリドーマの
みが増殖可能なようにすることによって、未融合細胞と
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融合細胞を選別することを考慮して、特定の薬剤抵抗性
を有するものが好ましい。例えば８－アザグアニン抵抗
性の細胞は、ＨＡＴ培地中で生育できない性質を有する
ため好んで用いられる。具体的には、マウス骨髄腫細胞
株、ＰＡＩ、Ｐ３－Ｘ６３－Ａｇ８、Ｐ３－Ｘ６３－Ａ
ｇ８－ＵＩ、Ｐ３－ＮＳＩ／１－Ａｇ４－１、Ｘ６３－
Ａｇ８－６．５．３．、ＳＰ２／０－Ａｇ１４、ＦＯ、
Ｓ１９４／５ＸＸＯ、ＢＵ．１、ＭＰＣ１１－４５．
６．、ＴＧ．１．７等が用いられる。
【００１６】（３）融合細胞
細胞融合は通常ＭＥＭ培地、ＲＭＩ１６４０培地、ＩＭ
ＤＭ培地等のｅ－ＲＤＦ培地中で、骨髄腫細胞と抗体産
生細胞を融合促進剤の存在下に混合（混合比は通常１：
４～１：１０）することにより行なわれる。好ましい融
合促進剤として平均分子量１０００～６０００のポリエ
チレングリコール（ＰＥＧ）が使用できる。ＰＥＧの使
用濃度は通常３０～５０％である。
【００１７】（４）ハイブリドーマの選択培養
融合を終えた細胞は、１０％ＦＣＳ含有ｅ－ＲＤＦ培地
などで適当に希釈し、遠心分離する。沈査を選択培地
（例えばＨＡＴ培地）で浮遊し、９６穴ウエルマイクロ
プレートに接種した後に、５％炭酸ガス培養装置で培養
する。選択培地で生育してくる細胞がハイブリドーマで
ある。
【００１８】（５）抗体産生ハイブリドーマのスクリー
ニング
抗体産生ハイブリドーマのスクリーニングは常法に従え
ばよく、特に限定されない。例えばハイブリドーマの増
殖した培養液を採取し、各種人参（抗原溶液）と反応さ
せ、酵素、蛍光物質、発光物質などでラベルした２次抗
体と反応させるＥＬＩＳＡ法により目的の抗人参抗体産
生能を有するハイブリドーマを選抜する。
【００１９】（６）ハイブリドーマのクローニング
抗体産生ハイブリドーマを含むことを確認した培養ウエ
ル中の細胞を限界希釈法などによりクローニングを行な
い、抗人参ＭＡｂ産生ハイブリドーマを得る。
【００２０】（７）抗人参ＭＡｂの調製
上記のようにして得られたハイブリドーマを無血清培地
のような適切な培地中でインビトロ培養することによ
り、その培養上清から目的の抗人参ＭＡｂが得られる。
ＭＡｂを大量に生産する場合には骨髄腫細胞由来動物と
同種の動物にプリスタン等の鉱物油を腹腔内投与後、ハ
イブリドーマを接種する。接種後、腹水を採取し、通常
の抗体分離操作により抗人参ＭＡｂを得る。
【００２１】抗人参ＭＡｂのキャラクタリゼーション
取得した抗人参ＭＡｂの免疫グロブリンクラスの同定や
軽鎖の特性などは通常の方法（例えば、オクタロニー
法）で決定する。抗人参ＭＡｂの分子量は、例えば、シ
ナピン酸をマトリックスとするマルデイトフ（ＭＡＬＤ
Ｉ－ｔｏｆ）マススペクトル測定から知ることができ
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【００２２】また、各抗人参ＭＡｂが認識する人参のタ
ンパク質の大きさは、各人参のタンパク質を電気泳動で
分離し、疎水性の膜に固定した後、各ＭＡｂを結合させ
るウエスタンブロット法により検出することができる。
【００２３】以上のようにして本発明に従えば、各種の
人参（薬用人参の根）の粉末の懸濁液で動物を免疫する
ことにより、各種の人参に対する特異反応性（認識能）
の異なる各種の抗人参ＭＡｂが得られる。例えば、下記
の実施例に示すように、白参末を免疫原とするハイブリ
ドーマからは、白参、田七人参および西洋人参に反応性
を有する特異的なＭＡｂが取得され、また、紅参末を免
疫原とするハイブリドーマからは、白参および紅参を特
異的に認識するＭＡｂが取得される。他の薬用人参粉末
を免疫原とすることによっても同様に各種の抗人参ＭＡ
ｂを得ることができる。以下に本発明の特徴をさらに具
体的に明らかにするため実施例を示すが、本発明はこれ
らの実施例によって制限されるものではない。
【００２４】
【実施例】実施例１：抗人参ＭＡｂの作製
白参および紅参を免疫原として抗人参ＭＡｂを以下のよ
うに作製した。
（１）抗原溶液の調製：白参末（ウチダ和漢薬（株）か
ら入手）２ｍｇを１０ｍＭリン酸バッファー（ｐＨ７）
１ｍｌに懸濁した溶液を抗原溶液として用いた。紅参末
（ウチダ和漢薬（株）から入手）についても同様に抗原
溶液を調製した。
【００２５】（２）免疫ひ細胞の調製：各人参末５００
μｇをフロイントの完全アジュバントに乳濁化させてエ
マルジョンを調製し、ＢＡＬＢ／Ｃ系マウスの腹腔内に
投与して初回免疫とした（１ｍｇ粉末／ｍｌ、０．５ｍ
ｌ）。以後、２週間の間隔で２回同様に投与して追加免
疫を行い、最後に白参末溶液のみ（粉末として１００μ
ｇ）を投与し免疫を完了した。３日後にマウスを麻酔下
屠殺し、ひ臓を摘出した。ひ臓を細断した後、１００メ
ッシュのナイロン網でろ過し、ひ臓の単離細胞を得た。
【００２６】（３）ハイブリドーマの調製：単離した免
疫ひ細胞に低張液（１５５ｍＭ塩化アンモニウム）を加
えて赤血球を溶血した後、ｅ－ＲＤＦ培地で細胞を３回
洗浄した。マウス骨髄腫細胞（本発明者の研究室で培
養）もｅ－ＲＤＦ培地で３回洗浄した。両細胞数を計測
しひ細胞と骨髄腫細胞を１０：１の割合として遠心を行
なった。上清を捨て、沈殿した細胞を充分解きほぐし、
ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）４，０００を培地で
希釈した５０％液を１．０ｍｌ滴下して融合を行なっ
た。３７℃、３０秒間静置した後、ｅ－ＲＤＦ培地５ｍ
ｌを５分間かけて添加した。１，０００ｒｐｍで１０分
間遠心した。沈殿を１０％ＦＣＳ添加ＩＭＤＭにより洗
い、遠心して上清を捨てた。ヒポキサンチン１０
－2Ｍ、アミノプテリン４×１０－7Ｍおよびチミジン
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１．５×１０－5Ｍを加えた（ＨＡＴ－）１０％ＦＣＳ
添加ｅ－ＲＤＦ培地を用いて沈殿を再び浮遊させ、９６
ウエルマイクロプレートに１００μｌずつ分注した。３
日毎に同一培地を５０μｌ追加し、細胞の増殖を確認し
た。
【００２７】（４）抗体産生ハイブリドーマのスクリー
ニング：ハイブリドーマが増殖したウエルの液を採取
し、各人参末を結合させた別のウエルに添加し、直接Ｅ
ＬＩＳＡ法により人参末に対するＭＡｂ産生ハイブリド
ーマのスクリーニングを行なった。すなわち、９６ウエ
ルマイクロプレートに人参末１００μｇ／１００μｌ／
ウエルを分注し、３７℃で１時間インキュベートしてウ
エルに吸着させた。このウエルに培養上清を１００μｌ
ずつ分注し抗原抗体反応を行なった。０．０５％Tween
２０含有リン酸緩衝食塩水（Ｔ‐ＰＢＳ）で３回洗浄し
た。パーオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスＩｇＧ抗体（２
次抗体）１０００倍希釈液をウエルあたり１００μｌ添
加し、１時間後にＴ－ＰＢＳで洗浄した。０．００３％
過酸化水素、ＡＢＴＳ〔２，２’－アジノ－ビス（３－
エチルベンゾチアゾリン－６－スルホン酸）〕０．３ｍ
ｇ／ｍｌ含有クエン酸緩衝液を添加して発色させた。２
０分後プレートリーダーを用いて４０５ｎｍの波長にお
ける吸光度を測定した。発色したウエルの細胞を採取し
た。
【００２８】（５）抗人参ＭＡｂ産生ハイブリドーマの
クローニング：抗体産生ハイブリドーマを限界希釈して
ウエルに分注した。抗体産生能を持ち、かつ増殖したハ
イブリドーマを同様に３回クローニングして所望のクロ
ーンを得た。すなわち、白参を免疫原として抗人参ＭＡ
ｂ産生ハイブリドーマ３Ｈ４を、紅参を免疫原として抗
人参ＭＡｂ産生ハイブリドーマ５Ｈ８を得た。
【００２９】（６）抗人参ＭＡｂの調製：上記の抗体産
生ハイブリドーマ３Ｈ４および５Ｈ８をそれぞれ無血清
培地（１０μｇ／ｍｌインスリン、３５μｇ／ｍｌトラ
ンスフェリンリン、２０μＭエタノールアミン、２５ｎ
Ｍセレニューム添加ｅ－ＲＤＦ培地）で３７℃、炭酸ガ
ス培養器で培養した。上清をトリス緩衝液でｐＨ７に調
整して、プロテインＧアフィニティカラムに通して精製
した。カラムを１０ｍＭリン酸緩衝液で洗浄後、吸着し
ている抗体を１００ｍＭクエン酸緩衝液で溶出する。得
られた抗体溶液はＰＢＳに対して３回透析し、最後の凍
結乾燥して精製抗体、すなわち、白参を免疫原とするハ
イブリドーマ３Ｈ４からモノクローナル抗体ＭＡｂ－３
Ｈ４、また紅参を免疫原とするハイブリドーマ５Ｈ８か
らモノクローナル抗体ＭＡｂ－５Ｈ８を得た。
【００３０】（７）ＭＡｂの免疫グロブリンクラスと分
子量：精製した抗体ＭＡｂ－３Ｈ４およびＭＡｂ－５Ｈ
８についてオクタロニー法により免疫グロブリンクラス
を調べたところ、いずれも、ＩｇＧ１のサブクラスに属
しκ軽鎖を保有するものであることが示された。
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【００３１】また、精製した抗体ＭＡｂ－３Ｈ４および
ＭＡｂ－５Ｈ８にシナピン酸を混合してマルデイトフマ
ス（日本電子（株）製）により、純度を確認するととも
に分子量を調べたところ、いずれも約147,600であっ
た。図１にＭＡｂ－３Ｈ４のマルデイトフマススペクト
ルグラムを示す。
【００３２】実施例２：ＥＬＩＳＡによる定量試験
実施例１で作製した抗人参モノクローナル抗体ＭＡｂ－
３Ｈ４およびＭＡｂ－５Ｈ８について、各種人参に対す
る反応性を調べるため以下のようにＥＬＩＳＡ試験を行
った。
【００３３】各種濃度の人参末溶液を１００μずつウエ
ルに添加し１時間反応し吸着させた後、非特異的結合を
除去するためにスキンミルク添加ＰＢＳ溶液３００μｌ
を加え１時間反応してブロッキングする。１００μｌの
各抗人参ＭＡｂ溶液（ＭＡｂ－３Ｈ４：０．０１μｇ／
ｍｌ、ＭＡｂ－５Ｈ８：５μｇ／ｍｌ）を添加して１時
間インキュベートした。ＴＰＢＳで３回洗浄し、１００
０倍希釈したパーオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスＩｇＧ
抗体（２次抗体）１００μｌを加え１時間反応した。１
時間後にＴＰＢＳで洗浄した。０．００３％過酸化水
素、ＡＢＴＳ０．３ｍｇ／ｍｌ含有クエン酸緩衝液を添
加して発色させた。１５分後に４０５ｎｍにおける発色
の吸光度を測定した。その結果を図２に示す。
【００３４】図２に示されるように、ＭＡｂ－３Ｈ４は
白参、田七人参および西洋人参に対して高い反応性を示
し、ＭＡｂ－５Ｈ８は白参および紅参に対して高い反応
性を示した。また、いずれの抗体も人参溶液を０．１ｍ
ｇ／ｍｌの濃度で固相化することによって十分な発色が
得られ、その検出限界は約１０μｇ／ｍｌであることが
判明した。
【００３５】実施例３：ウエスタンブロット法による抗
原タンパク質の検出
実施例１で作製した抗人参ＭＡｂによって認識される人
参のタンパク質の大きさを調べるため、各種人参の抗原
タンパク質をＳＤＳ－ＰＡＧＥによって分離した後、Ｍ
Ａｂ－３Ｈ４を反応させ、結合したＭＡｂ－３Ｈ４をパ
ーオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスＩｇＧ抗体を用いて検
出した。その結果を図３に示す。
【００３６】図３から、ＭＡｂ－３Ｈ４は、白参、田七
人参および西洋人参の全てに含まれる約２４ｋＤａと約
２９ｋＤａのタンパク質と反応しこれらを認識すること
が示された。ＭＡｂ－５Ｈ８についても同様にＳＤＳ－
ＰＡＧＥおよびウエスタンブロッティングを行なったと
ころ、ＭＡｂ－５Ｈ８は紅参および白参に含まれる約２
９ｋＤａのタンパク質に反応し該タンパク質を認識する
ことが示された。
【００３７】実施例４：交差反応性試験
実施例１で作製した抗人参モノクローナル抗体の特異性
を確かめるために各種の生薬粉末に対する交差反応性を*
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*調べた。交差反応試験の方法および反応条件は、大略、
次のとおりである：各種生薬粉末（１０ｍｇ）を正確に
秤り５０ｍMの炭酸塩系緩衝液（ｐH９．６）（１ｍｌ）
に懸濁し１０分間超音波処理した。上清を５０ｍMの炭
酸塩系緩衝液で希釈し一定濃度の検液（ＭＡｂ－３Ｈ４
測定用：５００μｇ powder／ml、ＭＡｂ－５Ｈ８測定
用：２５０μｇ powder／ml）を調製した。検液および
スタンダードである白参溶液（ＭＡｂ－３Ｈ４測定用：
５００μｇ powder／ml、ＭＡｂ－５Ｈ８測定用：２５
０μｇ powder／ml）を１００μｌ／ウエルずつイムノ
ブレートに分注し１時間インキュベートした。プレート
をブロッキング後、一次抗体溶液〔ＭＡｂ－３Ｈ４
（０．０１μｇ／ｍｌ）、ＭＡｂ－５Ｈ８（５μｇ／ｍ
ｌ）〕を加え、１時間インキュベートした。次に、二次
抗体溶液を加え１時間インキュベートした後、基質溶液
を加え発色強度を測定した。交差反応性ＣＲは、下記の
式により算出した：
ＣＲ（％）＝（Ａ－Ａｏ）／（Ａｓ－Ａｏ）
ここで、Ａはサンプルの吸光度、Ａｏはブランクの吸光
度、Ａｓはスタンダードの吸光度を表わす。その結果を
表１に示す。
【００３８】
【表１】

【００３９】表１に見られるように、白参末を免疫原と
するハイブリドーマ３Ｈ４から得られるＭＡｂ－３Ｈ４
は白参、田七人参および西洋人参に反応性を有する特異
的なモノクローナル抗体であり、また、紅参末を免疫原
とするハイブリドーマ５Ｈ８由来のＭＡｂ－５Ｈ８は白
参および紅参を特異的に認識するモノクローナル抗体で
ある。いずれのモノクローナル抗体もその他の生薬に対
しては全く交差反応性を有しないか、または実質的に交
差反応性を示さなかった。
【００４０】
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【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
に従えば、各種の薬用人参タンパク質に対して極めて特
異性の高いモノクローナル抗体が得られる。したがっ
て、本発明の抗薬用人参モノクローナル抗体は、通常の
ＥＬＩＳＡ法などの免役測定法を用いることにより、薬
用人参そのものを分析して品質評価を行なう再現性に優
れ高感度で前処理も必要としない簡便なアッセイ系を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の抗薬用人参モノクローナル抗体の純度*
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*の確認および分子量を調べるために測定したマルデイト
フマスのスペクトルグラムの１例である。
【図２】各種薬用人参に対する本発明の抗薬用人参モノ
クローナル抗体の反応性を調べるために行なったＥＬＩ
ＳＡ試験の結果の１例を示すグラフである。
【図３】本発明の抗薬用人参モノクローナル抗体によっ
て認識される薬用人参の抗原タンパク質を調べるために
行なったＳＤＳ－ＰＡＧＥおよびウエスタンブロッティ
ングの結果の１例を示す電気泳動図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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